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再生可能エネルギー（太陽光、風力、、）⇒ 主力電源化
将来に向けても、日射観測・予測データはますます重要

はじめに
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プレゼンテーションのノート
再生可能エネルギー（太陽光、風力、、）⇒　主力電源化　⇐太陽放射コンソーシアム



引用 資源エネルギー庁 2018年1月～2月における東京エリアの電力需給状況について (H30.3.12)
http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/denryoku_gas/denryoku_gas_kihon/pdf/008_05_00.pdf

 東電エリア：1/22－26, 2/1-2, 2/22 太陽光発電出力の予測誤差：大の事例（積雪）
 東電 ⇒ 日射量予測をベースに発電予測を作成（積雪の考慮なし）
 低温で電力需要 ⇒ 大
 各電力より電力の融通を受ける

はじめに

昨日の宮脇さん（気象庁）に関連して、

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
昨日の宮脇さん（気象庁）に関連して、引用　資源エネルギー庁 2018年1月～2月における東京エリアの電力需給状況について (H30.3.12)　東電エリアhttp://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/denryoku_gas/denryoku_gas_kihon/pdf/008_05_00.pdf



JST CREST HARPS

 気象・電力需給・送電・配電・電力需要・制御理論・数理科学の各分野が連携

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
気象・電力需給・送電・配電・電力需要・制御理論・数理科学の各分野が連携



JST CREST HARPS

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
HARPS　ビデオhttps://www.youtube.com/watch?v=WWJJwSQn9Zc



用途１： 火力発電の起動停止計画（前日、当日予測）
（前日夕方までに計画を確定）

用途２： 揚水発電の運転計画・制御（週間・当日予測）
⇒ 太陽光発電が多くなれば揚水運転、

少なければ発電運転

用途３： 蓄電池・EVの充電放電制御（当日予測）
⇒ 太陽光発電が多くなれば蓄電運転、

少なければ放電運転

用途４： 送電線の熱負荷の制御（前日、当日予測）
⇒ 日射が多くなれば送電線が受ける熱

が大きくなる、気温や風の情報も有効
（送電線の温度管理）
送電容量の確保（どこにどれだけ
電力を送れるか潮流計算も必要）

引用 東京電力WEBサイト「送電について」
http://www.tepco.co.jp/electricity/mechanism_and_facilities/supply/transmission.html

北海道電力・南早来変電所の大型蓄電池 （大竹撮影）

引用 東京電力カフュエル＆パワーWEBサイト「富津
火力発電所」：http://www.tepco.co.jp/fp/thermal-
power/list/futtsu.html

火力発電所

送電線

大型蓄電池

電力・エネルギー分野での気象データの利用用途

D159 宇田川 氏（東大生研・構造計画）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
エネルギー分野での気象データの利用用途



システム構築 HARPS FORECAST

 太陽放射コンソーシアムコンソーシアム 日射量データ（ひまわり８号）
 MSM,LFMなどの予測値（時系列データ）



システム構築 HARPS FORECAST

県別・市町村別にエリアを指定し、気温、日射量などの時系列データをCSVファイルで出力

福島県三春町を指定
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県別・市町村別にエリアを指定し、気温、日射量などの時系列データをCSVファイルで出力　福島県三春町



 気象データ、電力システム情報の可視化ツールの開発
 ひまわり8号データの可視化と太陽光発電量実績

JST CRSET HARPS OASISシステム
http://psel01.ee.kagu.tus.ac.jp/harps/oasis/

システム構築 HARPS OASIS
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システム構築　衛星推定日射量とMSM日射量JST CRSET HARPS OASISシステムhttp://psel01.ee.kagu.tus.ac.jp/harps/oasis/



衛星推定日射量 2016年5月4日

HARPS OASISシステムhttp://psel01.ee.kagu.tus.ac.jp/harps/oasis/

システム構築 HARPS OASIS
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MSM
24時間前予測

衛星推定
日射量

2016年5月4日
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 気象予報から発電予測

 停電、電力余剰の影響評価
 PV発電予測の信頼度情報の活用
 蓄電池の導入効果

Udawalpola, R., Taisuke Masuta, T., Ohtake, H, Fonseca Jr., 2018, Demand and Supply Operations of Power Systems 
with Battery Energy Storage System Using Photovoltaic Forecasting with Prediction Intervals, Proc. of 2018 International 
Conference on Smart Energy Systems and Technologies (SEST), DOI: 10.1109/SEST.2018.8495857

HARPSにおける取り組み その１

PV
火力 火力

蓄電池
充電

蓄電池
放電

太陽光（ＰＶ）発電・過小予測 ⇒ ＰＶ余剰 ⇒ 蓄電池導入 ⇒ 充放電計画

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Udawalpola, R., Taisuke Masuta, T., Ohtake, H, Fonseca Jr., 2018, Demand and Supply Operations of Power Systems with Battery Energy Storage System Using Photovoltaic Forecasting with Prediction Intervals, 2018 International Conference on Smart Energy Systems and Technologies (SEST), DOI: 10.1109/SEST.2018.8495857気象予報から太陽光発電予測　PV 火力　太陽光発電・過小予測⇒ＰＶ余剰停電、電力余剰への影響評価蓄電池の導入効果PV発電予測の信頼度情報の活用



Sugihara et al. (2017):Evaluation Method for Real-Time Dynamic Line Ratings Based on Line Current Variation 
Model for Representing Forecast Error of Intermittent Renewable Generation, Energies, Vol. 10, 4, pp.1-16.

事例２：送電線の熱負荷計算に気象予測データの活用

気温、日射量、風の情報 ⇒ 送電線の熱負荷
（送電線の温度管理）

 送電量が多いと送電線の温
度が上昇

• 上昇しすぎると送電線が垂
れてしまう

• どの程度ＰＶ出力があるの
か把握

• 風が吹くと送電線を冷やす
働き

⇒ 予測（日射量、風）を活用
し、どの程度ＰＶ送電可能か
を管理

HARPSにおける取り組み その２

発電機 発電機

負荷
需要

太陽光

送電線

送電線の設備設計を気象条件
の最悪シナリオで設定

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
送電線の潮流計算に気象予測データの活用、予測誤差の分析　発電機　送電線の設備設計を気象条件の最悪シナリオで設定送電線の温度管理Sugihara et al. (2017):Evaluation Method for Real-Time Dynamic Line Ratings Based on Line Current Variation Model for Representing Forecast Error of Intermittent Renewable Generation, Energies, Vol. 10, 4, pp.1-16.



まとめ

JST CREST EMS領域
「太陽光発電予測に基づく調和型電力系統制御のためのシステム理論構築」

 システム構築： 異分野間の連携促進

電力コラボレーションルーム （東京理科大学 葛飾キャンパス）
・ 遠隔地からのデータ抽出、モデル実験など

ＨＡＲＰＳ ＦＯＲＥＣＡＳＴ
ＨＡＲＰＳ ＯＡＳＩＳ

 各種分野での気象データの評価（価値の創出）

 火力：日射予測 ⇒ ＰＶ発電量、発電抑制、供給支障（停電）の定量分析
 蓄電：日射予測 ⇒ 運用計画、予測のインパクト評価
 送電：日射量、気温、風向・風速のデータ ⇒ 送電線の温度管理
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